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ぷっくる株式会社について
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事業者（法人）名 ぷっくる株式会社

法 人 種 別 営利法人

会 社 設 立 2018年4月

代 表 者 代表取締役 宮里 裕子

所 在 地 東京都新宿区高田馬場１-23-14-306

事業者概要

事業所概要

事 業 所 名 ぷっくるケア

所 在 地 同上

サービスの種類

介護保険サービス
訪問介護

障害福祉サービス
居宅介護、重度訪問介護

地域生活支援サービス
新宿区移動支援事業、練馬区移動支援事業

地 域 東京23区（23区以外もサービス実績あり）

サービス提供時間 年中無休 24時間対応

「福来る、ぷっくる」
Help for a better life

年をとっても、障害があっても

ご自宅での生活をいつまでも続けられるように

私たちが関わる全ての方に福が来ますように

丁寧に生活を支えていきます

ぷっくる株式会社について
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介護職員数

24.2.1現在

男性
3名

女性
23名

性別 勤務形態

常勤
6名

非常勤
20名

介護職員数 : 26名
うち、外国人職員数：1名(女性・常勤)
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サービスの提供状況

介護保険
サービス

障害福祉サービス

地域生活
支援事業

介護給付

訪問介護
と

重度訪問介護
併用

17%

重度訪問介護

54%

居宅介護

21%

移動
支援

8%

24.2.1現在5



要介護5
100％

10代
4%

20代
30%

30代
9%40代

22%

50代
13%

60代
9%

70代
9%

80代
4%

年代
障害
支援
区分

区分3
5% 区分4

5%

区分6
90%

要介護度

24.2.1現在

現在の利用者人数：23名利用者状況
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重度訪問介護について
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重度訪問介護
重度の障害によって常に介護が必要な方が、

自宅や地域で生活できるよう包括的に支援する障害福祉サービス

[サービスの特徴]

1. 長時間の支援（原則、1日3時間以上）

2. 介護保険の訪問介護では認められない『見守り』が可能

3. 医療的なケア（痰の吸引、経管栄養）が必要な利用者が多い

4. 特殊なコミュニケーション支援も必要
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会話 口文字 透明文字盤

視線入力携帯・スマホ

あ

い

う

え
お

他にも
たくさん‼

わ ら や ま は な た さ か あ

を り ゜ み ひ に ち し き い

ん る ゆ む ふ ぬ つ す く う

ー れ ゛ め へ ね て せ け え

×

ろ よ も ほ の と そ こ お

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

現場で用いるコミュニケーション方法
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外国人介護者受入れの取り組み
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日本語学校

2年間

•N3取得

•日本語

•日本の文化など

介護福祉士養成校

2年間

•N2取得

•介護福祉士養成

• 1850時間

就職

1年目～

•介護福祉士国家試験合格

•重度訪問介護従事者養成

•3号研修(痰吸引等研修)

就職

2～4年目

•N1取得（R5年12月）

•現在、在職年数3年と10ヵ月

介護

1名：令和2年4月、介護福祉士養成校の卒業生（インドネシア国籍）を新卒採用

令和6年4月、介護福祉士養成校入学の留学生2名(インドネシア国籍)を
アルバイト雇用の予定

[実績]

[経緯]

[今後]

在学時、本人から「学校での施設実習を通して、利用者との関わりをしっかりと
持てる仕事をしたい」と、希望があった。
在宅利用者のケア内容を見学同行し、本人が判断して入職となった。

外国人介護者受入れ実績
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事務所の仕事：電話応対・手順書作成・モニタリングなど

週間予定

月 火 水 木

18:00

13:00

12:00

15:00

休日

土 日

7:00

金

休日

8:00
訪問

脳性まひ
利用者

訪問
蘇生後脳症
利用者

訪問
脳性まひ
利用者

訪問
脳性まひ
利用者事務所

事務所

9:00

11:00

10:00

14:00

事務所 事務所

訪問
ALS利用者

16:00

17:00

19:00
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外国人介護者への支援

Step1 Step3Step2

新人研修

［オリエンテーション］

・ 法人・事業所の理念、事業内容

・ 勤務、連絡体制

・ 介護保険、重度訪問介護の理解

・ ヘルパーとしての心構え

［資格取得］

・ 重度訪問介護従事者養成研修 統合課程

外国人研修

・ 日本の文化の説明

・ 日本の生活様式の指導

・ 電話応対

・ 記録の書き方

・ チーム連携の理解

同行研修

・ 担当利用者のモニタリング作成

・ 担当利用者の報告連絡

・ サービスの手順書作成

・ ヘルパーさんへの情報共有

・ ヘルパーさんへの同行研修担当

1人の利用者
3～4ヵ月 独り立ち

・ 利用者・ご家族のＯＫをいただく

・ たんの吸引等実地研修

（医療的ケアが必要な場合）

独り立ち後

先輩ヘルパーに同行しての研修

[研修の流れ]

① 見学説明をうける

② 介護技術を一緒に行う

③ 実施する（見守りの中）

[研修目標]

・ サービス内容の手順を理解している

・ サービス内容を実施できる

・ 緊急体制・連携を理解している

・ 記録・報告ができる

・ 他職種と連携できる
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新人ヘルパーは新規利用者のサービスには入らず、事業所の先輩ヘルパーが
担当している利用者のサービスを引き継ぐ。
そのために必要な研修を行う。

[同行研修]

３～４か月ほど先輩ヘルパーに同行。
新人ヘルパーができることが徐々に増えるとともに、先輩ヘルパーの
サポート負担はだんだん減っていく。
積み重ねの研修の実施で、スキルが身に付き、新たに利用者を担当する
際には、研修期間が短くなっていく。

研修の主な内容について

≪ぷっくるケアの方針≫
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[記録の支援]

利用者の呼吸器トラブル等を想定して、適切に対応できるよう各利用者宅
のフロー図の確認、非常時の電源の確保やアンビューの使い方を２、３ヵ月
ごとに実施している。
各利用者の手順書に、緊急時の対応方法をまとめている。

経過記録や情報の共有は、携帯端末で行うので記載の必要はないが、
各利用者宅で他社や他職種と共有しているノート等は、サービス時の記載
が必要となる。
同行研修時に、そのノートへの記載や確認をする中で、日常で使用しない
用語や日本語のニュアンスなどを教えている。

研修の主な内容について（つづき）

[緊急時の対応]
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実際の記録
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課題や留意点・改善対策

[日本語能力]

介護福祉士養成校で基本的な介護技術や制度の勉強をしているので、
理解は早いが、重度訪問介護の利用者は発語の難しい方が多いので、
文字盤や口文字といった特殊なコミュニケーション指導が必要。

[他職との連携]

他職種と一緒にケアをする機会が多いのでコミュニケーション能力が必要。
医療的ケアの利用者が多く、医療的な用語の理解も必要。
1人ひとりの利用者にチームがあり、チーム運営の理解が必要。
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[家族との関り]

利用者・家族に対して、外国人の受け入れはどうか
事業所内で検討する。

✓複数のヘルパーがサービスに入っていて、
相談できる環境が整っている利用者

✓外国人NGの利用者ではない
✓宗教的、文化的な習慣を受け入れてくれそうな
利用者

訪問する職員の人物像をパンフレットをまとめる等
して、利用者・家族に理解を求める。宗教や礼拝が
あることに理解してもらえるか等を伝えて同意を
得ている。

独り立ち後に、ご家族や各連携メンバーに様子を
確認する。

課題や留意点・改善対策(つづき)
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• はじめは、日本語でご家族等に話すことが不安だったが、同行研修の中で
何を伝えるのかが分かってきた。

• 外国人が一人だけというところが不安。先輩や職場の同僚、ケアに一緒に
入る看護師等に相談できるのでよかった。同じような立場の外国人介護
職がいるともっといいと思う。

[利用者・事業所]

• （ご家族）外国人介護職の説明を聞いて了解したが、当初は心配があった。
入ってからは特に心配もなく安心している。

• 利用者・ご家族からのハラスメントや苦情はなく非常に好意的。他の日本人
従業者からは頼りにされている。

外国人介護者の声、利用者・事業所の評価

[本人]
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• 担当利用者を増やし、個別援助計画書・手順書の作成、ヘルパーさん
方へのコーディネイト業務を行い、ゆくゆくはサービス提供責任者と
して活躍してほしい。

• 同国のインドネシア留学生のアルバイト2名に関してメンターとして、
日本語や日本の風習の指導、サービス内容の指導を担当してもらう。

今後のキャリアパス
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まとめ
事業所として、ヘルパーのコミュニケーション能力やケアの技術だけでなく、
利用者の特性（性格や障がいの有無）も踏まえ、ヘルパーの訪問先を決めている。

事業所は、ケアの質を担保するため、日本人・外国人を問わず、ヘルパー個人の
能力に応じて支援する必要がある。

外国人介護者も訪問系サービスで十分活躍できる。そのために本人の特性に合
わせて適切に施設サービスと訪問系サービスの選択ができる制度にしてもらい
たい。

事業所としては、思いのある外国人介護者にもっと活躍してほしいと思っており、
今後も応援し続けていきたい。
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ご清聴ありがとうございました
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